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論 説

阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績
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筆者の一定は，嘗て阿蘇カルデラ内に於ける敷多の火口丘及び温泉の分元紙態から，其

の裂弱線として中岳現噴火口を中心とする四つの同心国弧と四つの放射線とを推定した。

(第 1園参照)。同放射線の内，中丘火口軸の延長に営る第一線と立野火口瀬を通る第三線

とは，其根上に顕著な火口丘や温泉がある許りでなく，業の最外側同心固弧と交はる地黙

附近には，前者に内の牧温泉があり後者には掘の木温泉があって，阿蘇温泉中の最も優勢

なものに属する。然るに他の二放射線， I!Pち的石附近を通る第二線と長陽謹南を通る第四

線とは，山腹に於てこそ最も顕著な火口跡や地獄を載せて居るが，火口原平地に入つては

温泉其の他裂弱線Tこる詮跡が何等報告せられたものを聞かない。伺って筆者等は此の詮跡

不明な放射裂弱線二つが最外側同心国弧と交はる附近で，大地の電気抵抗並びに地電位分

布を測定し，何等かの異般を現示することなきゃ否ゃを検することとした。

以下は夫等の概要報告である。

(1) 野滴隆治:地球物理拳上より見たる阿蘇火山:拳術協曾報告第14巻(昭和14年)，373頁.阿蘇の

中央火丘君事lJC.ぴ温泉の分布と現火山活動勢力源の潜在位置に就て.本誌第3巻(昭和14年)，8頁.
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阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績

第 1園 阿蘇カ Jνデヲ内の想定裂溺線

電気的探査法によお裂弱線の位置判定

阿蘇の大火口原は，現在殆んど、同高に列立する外輪山を界として醤火山開が陥淡して出

来たところの陥波カルデラでるると構せられる。果して然らば，かミる大山間が陥波する

に常わ同心園放と放射線放の密j目が費生するのは首然であるから，前記各々四僚の固心固
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阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績

弧と放射線とは斯様な割目を表はすのではあるまいか。若し想像通りの割目だとすれば，

其の割目は陪設に賞って雨隣接地塊聞に著しい歪作用や摩擦が働いて岩塊が粉砕せられ，

砕屑土石巻爽在することになるであらう。か λ る鹿には地下の火山作用も護現し易いであ

らうし，叉岩援水にしても循環地下水にしても，其の通路4'此鹿に見出し，一般に水分に

富むことになるであらう。従って地下水の多い平地に於ける斯様な裂弱線の部分は，破壊

して居らぬ岩盤地直よりは，恐らく地盤電気抵抗が少し叉地電流に劃してはその通路と

なり易いから雷流の入口附近では集欽線，流去端附近では費量化線となり，兎も角地電流の

特異様(SibgularIines)を形成すべ、きことが橡想、せられる。之に反して，山腹の高燥地帯に

於ける裂弱線は撒密な岩盤よわも却って破砕岩屑聞の空際により地抵抗は増大し，地電流

は通わ難い様な特異線となるであられ

斯様な考へで筆者等は，我々の想定した裂弱線中，.zp.原部で未f:何等の異故報告を見な

い第二放射線の的石附近と第四放射線の長陽騨南附近とで地盤電気抵抗の垂直及ひ.水平分

布と地電位傾度の分布戒態を賓測した。 ‘ 

(1) 第二放射線(中岳鞍岳線〉上の的石・殿場附近

此の放射線は外輪山外の鞍岳火山に向けて引いたのであるが，其の火口原子地に於ける

最外端同心固に固弧と交はる鹿が的石と股塚二村落の中聞になって居る。それで，将来此.

の想匙様附近を電気的に調査して橡想、の正否を決定し7こき希望を持って居る矢先~，河川

洪水の諜報方法研究の篇，阿蘇黒川に量水所を設置する必要に迫まられたので，之幸ひと

爾目的を同時に達成する便宜上，例へば後年同地域へ再々出張調査の際に浪Ij器類の格納所

ともなり或は調整準備の操黙ともなる様，量水所を前記想定裂弱糠附近の黒川河岸に設置

し7こ。

i) 強備調査其の量水所設置賠選定の震，昭和14年現地に出張，河欣観察を粂ねて附

近土質や地貌の観察を行ったが，悲に頗る注目すべき一事賓の存在に祭が付いた。第 I圃

の第二裂弱線は，中岳より外輪外の鞍岳を目がけて引いたのでるって，黒川の特徴あるー

聾曲部の上流阿部(第 2圃のA)を通過するが，地形の上では寧ろ該轡曲部の下流腕部(第

2園のB)に活って特異の形貌が見られる。即ち川の左岸流域で該脅曲部下流部腕Bの延

長線に沿ひ第3園の様な高さ 4米程の断崖があり，其の崖下は水溝を形成して地下水の湧

出もあるし他よりの水の排水渠ともなって居る。而も其の断崖より上流側地域が低くて下
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阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績

第 2困 想定第二欽射裂弱線附近の卒坦那

(太線は想定裂弱錦)

第 3闘 第二放射裂弱線附近の黒川左岸

にある断崖

流部に向If緩斜して居るし，断崖上

の高地として残って居るのは西南下

流部なのである。河畔平野で斯くも

著しい喰遺ひがあわ，而も下流部が

上流部より遣に高いと去ふことは，

普通の河川作用では出来得ないQ 従

って此の断崖は裂弱線の活動による

地塊の喰遺ひではないかと想像し，

試みに第 1園を再検討したとごろ，

.此の断崖線は丁度東々甫に中長火口

を指し，西北方の外輪外では鞍岳の

代りに同じ火山性の矢護山があり，

断崖線は中岳一矢護山線に載るので

ある。カルデラ内では蛇の尾，上米

塚，杵島撤の諸山が其の線上にある

ことは醤想定線同様である。

此の新事賓から，筆者は此の方面

の放射裂弱線としては寧ろ中岳一矢

護山線が却って受賞では無かったか

といふ焦がした。然し新想定線と奮

想定線との差は極めて徴少な角度の

遺ひに過ぎないから，或は雨者とも

同時に共存する裂弱線かも知れぬと

いふ策にもなった。それで筆者は更

に本間不二男博士の作製した阿蘇地

域各種熔岩の分布圃を聖母照したとこ

ろ，往生揚;熔岩の地上分布が，今問題にして居る黒川轡曲部に封向してj東 k南に恰度同

じ幅位の明字放をなして熔岩露頭なき部分が深く入り込んで居。(第 7園参照)，而も其帯蹴
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部南側線が殆んどーは中岳ー鞍岳線，ーは中岳一矢謹山線に一致するのである。伺って筆

者は中岳と鞍岳及び矢護山を結ぶ線は共存する裂弱線で，其の内，矢護山線が梢々強力な

ものではないかと推定せぎるを得ぬ様になった。

かやうな見解の営否を判定する需に，筆者等は先づ附近地温の分布妖態を調査した。地

下約 1米弱の地温を百数十賠測定し，分布圃を作って見7こが，別に之といふ特異現象はな

く普通の地域と大差ないので，僅か 1米内外の地温に現はれる程の異常線ではないことが

判った迄に終った。それで更に有力な材料を得る目的を以て，営時の拳生軽部其他の賢習、

;a粂ね，昭和16年12月と 17年 3月の休暇を利用し，地抵抗及び地電位傾度を測定した。其

の結果は大韓議想を裏書することになったが，叉更に新しし、事置をも示して呉れた。

ii) 地抵抗分布裂弱線探求の目的には，想定線に略k直交するこ線上で地抵抗の水平

分布を精査することが，有力なるー資料を提供するであらう。市して本地域の地園を見る

と，黒川の左岸には赤7~畢から的石部落に至る道路があわ，右岸には的石から股塚・坂下

道があって，雨路の間隔は平均凡そ 500米ある。それで吾々は此の南道路に活ひ， 30或は

第 I表赤7jc-的石道地抵抗水平分布川o.1α は鍛造踏切より 60m)

訊IJ 除 距離
比抵抗 (ohm-cm)

測貼 距離
比抵抗 (ohm-cm)

番裁

(~よo い/ 
(昭和16年12月) 番鏡

(53k) 
(昭和16年12月) (昭和17年 3月)

Xo. '!l m 
深サ 20mI 40m :::¥0 

深サ 20m140m 深サ 20mI 40m I 
xl0' xlO' xlO' xl0" xl0" x 10' 

1α 。 6.5 10.8 14a 390 0.5 1.0 4.0 7.2 

2a 30 不iJ!U 11.6 15" 420 微小 微小 4.3 6.7 

3α 60 4.8 9.8 16.α 450 0.4 0.1 3.8 7.2 

4" 90 '4.1 8.8 17α 480 微小 徴小 3.9 5.4 

5a 120 4.2 5.5 18α 510 。 '1 4.0 6.7 

6" 150 2.9 8.6 19" 540 。 ゲ 4.5 6.5 

7a 180 2.5 5.8 20α 570 '1 '1 4.5 7.6 

8" 210 2.6 3.8 21α 600 '1 '1 4.9 7.6 

9" 240 1.8 2.8 22a 630 '0.5 '1 4.5 7.8 

10a 270 1.8 3.8 23a 660 0.6 '1 

11α 300 1.6 4.0 24.α 690 2.0 0.5 

12" 330 1.2 2.5 25" 720 1.4 4.6 

13α 360 0.8 0.9 
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阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電然的探査成績

60米間隔毎に深さ20，40米，或は40，80米の地抵抗を四極法によって測定し7こ。測賭の位

置は第 2固に番読を以て指示しである。左岸は30米間隔に24賠，延長 700米，右岸は60米

間隔に24賄延長1300米に及ぶ。尚ほ左岸 6賠に就いては，地抵抗の垂直分布と屠の傾斜を

見る目的で， 2， 5， 10， 20， 40， 60， 80， 100， 120， 140米の深度まで地抵抗を測った。第1-3

表及び第4-6園は其の結.果である。
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第 4画赤71<一的石道の比抵抗水卒分布

第 2表赤水一的石遺6貼の地抵抗(O-cm)垂直分布 (昭和16年12月)

ば~I No. 1" 5" 9" 13" 17.α 24a 

xlO' X10' X 103 X10' x10' X10 
2m 9.2 2.5 3.0 0.5 0.5 6.4 

5 6.1 4.5 1.5 1.7 1.5 18.7 

10 7.0 4.0 3.0 2.2 1.0 27.0 

20 10.5 ( 8.2 4.6 4.5 2.0 47.2 

40 14.5 12.3 9.5 8.6 5.8 52.3 

60 18.3 17.8 . 15.6 11.0 14.2 54.0 

80 21.5 21.9 27.7 62.2 16.3 120.0 

100 24.5 I 25.0 51.5 36.3 35.0 116.0 

120 26.2 134.0 34.2 38.5 40.8 113.5 

140m 30.0 92.5 110.5 104.0 29.9 112.1 
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第 5圃 赤水一的石道路上6駄の比抵抗垂直分布

第 3表 的石ー殿塚遺地J底抗7~卒分布 (昭和16年12月)
. 

測量占 距商産 比抵抗(ohm-cm)iI!IJ勲
(距出土離) 

比抵抗(ohm-cm) 測軍占

(距13離2) 
比抵抗(ohm-cm)

番俊(hb) 深サ4叶 80m
番脱

深サ40ml伽
番披

深サ4叶 80mNo. No. No. 

x10'1 xlO' X10・ X10' XW ×d 
h 。 5.04 11.60 10b 540 4.43 7.97 19h 1080 5-65 5.72 

2" 60 3.03 3.81 11" 600 7.40 6.32 20" 1140 5.49 11.50 

3h 120 2.56 8.15 12" 660 6.40 6.72 21h 1200 5.62 6.67 

4h 180 3.18 4.46 13" 720 4.89 7.39 22h 1260 5.11 4.55 

5h 240 2.57 4.48 14" 780 2.16 8.88 23" 1320 7.08 5.47 

色? 300 3.01 5.55 15" 840 3.45 2.69 24h 1380 4.25 5.22 

7-b. 360 4.47 4.55 16h 900 2.24 2.42 25b 1440 4_12 5.36 

8h 420 6.76 11.08 17" 960 4.25 3.06 

9h 480 4.65 5.50 18b 1020 3.61 11.13 

放射裂弱線の位置 第 4 園~見ると，左岸では鋪道踏切より 60mの地賄を第一賠とし，

赤7](牒方面より的石に近づくほど大韓に地抵抗の減少を示し，特に測黙17a-21a聞は比抵

抗極めて小さし 12月観測時には器械の可測範囲以下に低下して居た。此の直間は道路の

左右共に著しい?桑田で地下水の濁出甚だ多し 12月には道路まで凍結と融解を繰返しジク

ジクぬかるみとなって居7こから，比抵抗の甚小なるは首然と思はれたc 三月道路乾燥時に

ー入って再測したところ，同圃の上部に示した様な比抵抗に増加して居fこが，兎も角此の附

近No.17"ー 19"謹が一つの比抵抗極小部であることは明瞭である。

(165 ) 
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第 6闘 的石ー殿塚遺に治ふ比抵抗7.1<卒分布

其の他，此の道路上では測結 No.5aの少し;赤水寄わと No・9aと 15aとに比抵抗の極小を

示して居ること巻注意して置く。深度20米では此の種の研究には演すぎて，童会わ顕著でな

いが，深度40米の分には割合明瞭である。尚ほ極小抵抗部の前後に或程度の極大部が伴つ.

て居るのは周知の如く電極が極小抵抗部を渡るときの影響であらうと思はれる。

向ほ第5園の比抵抗垂直分布園を見るに，測賠 NO.laと17aとは深くなるほど比抵抗の

増加はあるが，比較的援徐で而も連続的である。之に反し No.5a，9a， 13a， 24αの比抵抗は

深度60米乃至80米で激増し，それより以深では大抵抗ながらー上ー下して居るが，各測結

で其費化が封比出来る。即ち比抵抗の第一極大深度が測賠 No.5aでは120米，No.9aでは

〆

100米，No.13aと24aでは80米で何か岩盤唐の存在を思はせる。而して此の岩屠は No.5a

に向って傾斜して居るか或はおと 9aと13a との聞に階段棋をなして居るのでほあるまい

て。 NO.1aに斯様な激増がなく No.5aと甚だしき差を示すのは，矢張 No.5a附近が此の岩

j母の切れ目か何かと推定しでもよい様である。又第3園の断崖及び其上流部地城の傾斜と

闘係があるものと思はれる。

以上，'黒川左岸の地抵抗測定からして， tJllj鮪 No.5α と15a-17，.の附近が裂弱線の疑ひ

最も濃厚で， NO.9α附近之に亜く二
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阿保大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成綾

次に黒川右岸の地抵抗水平分布は赤水道の交叉賭から 120mの鹿を初賄としたものであ

るが，其の結果を第6固に就いて検討しよう。此の方面では深度40米と80米の地抵抗を測

ったのは，左岸測定の様に20米と40米の深さでは下部岩盤の影響迄推定するのに梢浅すぎ

ることを痛感した震で，夫れかといって絵わ大深度まで多数鮪の抵抗測定を行ふことは非

常な努力と時聞を要するから，双方の利害関係ぞ考慮してのことである。

さて，此の測定線では No.5bと16b附近で明瞭な抵抗の極小を示し No.9b- 11bの鹿で

柏々弱い極小抵抗部が見られる。

そこで，此の右岸の比抗低極小貼と，前記左岸のそれとを封照して，互に呼廃するもの

を選べば

(1)左岸 No.5αー右岸No.16"…・・・…中岳一矢護山線

(2)左岸No.9a一右岸No.10b....・H ・-中岳一鞍岳線

(3)、左岸No.16aー右岸No.5b…..…新線

の三組があり，前二者は既記の中岳一矢護山線及び中岳一鞍岳棋に嘗るが，中岳ー鞍岳線

は業の示度甚だ微弱である。其の外第三の新線が極めて顕著に現はれ，従来筆者等の殻想

し得なかったものであるが，其の右岸延長ょには外輪に向って深い渓谷をなし小川まで護

生して居るのを見れば成る程と首肯せられる。

かくて此の方面の放射裂弱線は大韓，筆者が最初に致想した中岳一鞍断続中央に挟ん

で，其の左右に各一本づ、あって而も此の火口原低地では其の方がー居有力なものの様に

考へられる、大岩塊が或線に沿って割れるとき，其の附近に二三の割目が同時に生今るこ

とは有り得べ‘きことでるわ，否寧ろ縁謹では其の方の可能性が多いではないかと，筆者は

今固め経験から思惟する傾きになって来た。

放射裂弱線と最外側同It.圃弧裂弱線との交結扱，弐に此の放射線が最外側同心園弧欣

裂弱線(カルデラ陥設面〉と交叉する位置は何慮であらうか。此の問題を決定する震に，吾

k は第 2固に指示した如く，放射裂弱線方向に近いー測線で而も夫れに直角に左右数百米

の電線を張れる様に既記の黒川智曲部底議中央に直交する線を濯び，此の測線上15諮の地

抵抗を深度40及び80米につき測定した。第 4表及び第7園は其の成果である。

iJllj賠 No.1c-6cは黒川右岸，NO.7c-15oは左岸にあって，No.6cと7cとは殆んど川幅Tご

けを隔てた極めて近いこ鮪である。而も共に地抵抗測定用四電極は河に平行に取ってある

( 167) 
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黒川横断放射線方向の地抵抗水平分布(昭和17年 3月)

測貼番強 No. 殿塚道山| lc 2c 3c 4c 5c 6c 

距 離(警すま) 。 50 80 110 140 170 200 

4.43 8.79 4.22 3.00 3.58 2.75 1.75 

(~rm-cm)i 80.m 7.97 4.42 8.50 3.51 3.42 3.71 3.34 

第 4表

右岸JI( 黒

岸

込|叫| 15c 

隠 離(11) 20 60 120 180 240 300 3ω 420 480 

25.10 2.14 4.16 1.02 0.73 0.89 0.95 1.10 1.33 

(::LJ伽 79.50 10.37 4.42 
， 
1.40 1.28 1.40 1.55 1.73 2.06 

一一一一

左JI( 黒

No.6c地貼の地抵抗垂直分布

a幅""... 

ー-JL絡.f¥ ，.2........ 

';' ~ ':舎三

: : : : :b 
チ~t

和
srぜ

旭
川

4

曇

• ゅ』すすでFtT一元

• ¥ ... .. . 
.，..色刷ーーーー

‘ 

dZME--
、
4
a帯畦
T
I
l
l
-
-

山

山

山

W

M

M

加

山

M
M
l

?
草
刈

~"I 被 iI~ 鋭利

t ヰ
'SI ff li 1!11.k. mι吋告

"1時l''1'-1， (渇'1三11... 

4 ・).~ l1.市'1勺た

匂・

... 

f 

.三←「一一---..

(m) サ深

、、‘E

，，z'm
 

e
 

a
-
m
 

A
V
L
U
 

1
o
 

，，g
t

、、
抗再

出
，+
4

，
 

地

&，令。"・~ JZ" 

也事

t 曜え~~主情J)

F
F
f
h
h下
‘

(
 
)
 
;
 

・ρパ
J

'
ー

i
lし
V

ー
ハ
円
山
リ
ノ

Jat---J
・

‘， 

j
a
h
y
 

，
，
 

v

a

z

d

・

"・...

，" 
崎、~

』'

a

偽色

1・・関、 . 
..亀』一一ー

放射線方向の比抵抗水卒分布

(16円)

第 7聞



阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績

に拘ら歩，第7園の結果を見ると地抵抗が此の二難問で全く驚く程の差異を示し，悲に埋ま

しい不蓮視を呈して居る。即ち外輪山麓より黒川までは，比抵抗が多少の不規則を示しな

がらも緩徐に減少しつミ大関同じ程度の値であるのに， )flを渡って No.7cに至ると一躍20

倍の激増となり，爾後測鮪 No.10cまで指数l画敷的に減少しそれより No.15cまでは規則

正しく徴増するが，先きの右岸に於ける値と同程度で雨者聯絡ある様に見える。、

此の特色まうる比抵抗の分布駅態から，吾々は既記の黒川轡曲部底漫あたりが阿蘇カルデ

ラの陪波線で，最外端同心弧妖裂弱線の通過する鹿と認定したい。従って其の位置は第 1

固に示した想定線では少し外に偏し過ぎて居る。其の宮時は内ノ牧町内掘撃温泉の多数な

るに眼を惹かれ，其の中央と他方車蹄温泉に着目して弧線を!1lv、たのであるが，筆者の一

人が別論ヂ述ぺ対日<，内ノ牧町の固弧裂弱線位置は湯山自然湧出泉と京大研究用掘盤

温泉と折戸自然湧出温泉とを蓮ぬる線上にるって，第 1固の位置よりは少し内側にあるこ

とが判ったし，叉E空間温泉の東方黒川左岸に徴温泉(J)湧出もある様であるし，是等と問題

の黒川郵曲部は栃木温泉と共に一大国弧上に配列するから，寧ろ其の固弧を裂弱線と想定

することに改めた方が安首の様である。

情ほ第7圃で注意すべきことは，該轡曲部では左岸 180米程まで深度80米位から比抵抗

の著しく大きい地唐があるので，組礁の地唐か岩盤かになって居ると想像せられるのであ

る。叉右岸では 40mと80m深度の比抵抗が測賠一つ宛歩れて昇降して居るから，地唐が

山手より河筋に向って傾斜して居るようである。

iii)地電位傾度分布測器及び測定方法は南葉助教授が山腹のよ向地電位傾度を測った

のと同じである。但し電極距離は 100米とした。測定は地抵抗を測った黒川左岸の赤水騨

一的石道に沿ひ10賠で賓施した。道路と夫れに直角な方向との二分素を測り，其の合成を

以て所要地電位傾度の方向及び大さぞ決定し第8固に示した。第5表は其等の数値である。

測黙の選定は，電線~道路に直角に 100 米も張らねばならぬ関係上，家屋其の他の障害に

よわ，地抵抗測定地賠と同一賄ならしむることが出来なかった。

第8圃の結果ぞ一見すれば，明瞭に三つの著しい不連続牧欽線の存在が認められ，而も

それが先きの地抵抗極小線と略陪一致することが判る。特にdlJJ賠 NO.2或は 3の鹿は全

(2) 野満隆治:阿蘇内ノ牧に於ける京大研究用温泉の掘撃と地震占選定並に湯量調節法.本誌第6谷

(昭和17年)， 1頁。

(3) 南葉宗利:火山山腹の上向地電位に就て.本誌第3巻(昭和14年)， 129頁。

(169 ) 



阿蘇大火口原に於ける裂弱線の電気的探査成績

• 第 5表赤水一的石道路上の地電位傾度分布 (mV/100m) (昭和16年12月)

訊リ 里占 No. 

距離(野す叉)
地電位{測線方向

{頃度]直角宥方

50m 

1.3 

150 I 200 I 300 I 400 

+0.0 I -4.0 I -1.4 I +5.3 

3.0 I 1.3 I 3.2 I 4.0 

• 

800m 

-25.1 

9.5 

〈中岳一矢護撤線に合致して居る。 No.6

-7聞と NO.9-1O聞の二つの牧欽線は，

中岳一鞍岳線及び地抵抗分布から初めて想

定された新線よりは僅か北に偏して居る様

ではあるが，之は地電i立が全くの地表に於

ける値であるためで，地下40米までの地抵

抗分布と多少の偏差を示すのもるわ得ぺき

筈であらう。

前ほ，中岳ー鞍岳綿方向の地電位f頃度分

布も測ったが，第8問中に見るま口<，黒川

筋其のものが著しい牧鉄線になって居て，

地抵抗の不蓮積と調和する。

第 8回 赤水一的石道附近地官三位{頃度分布

(2)西南第四放射線(中岳一俵山線)上の

長陽韓附近

此の附近には従来何等の地著書的特徴が報告されて居ないので，第 1聞には此の第四放射

線も最外側同心固弧も雨者が交合するところまで充分に延長することを遠慮し中途で止め

/て置いたが，官時第四放射線方向を定めるのに，外輪外の俵山火山を目がくべきか或はそ

の少し南東に営わ外輪山腹を深く切込んで河陰部落に打出す渓流を目がけて引くべきかに

迷ったのであった。結局は後者を採って第 1園の様に引いたので司るるが，矢張り二線とも

同時に仲生しずこ裂弱線で‘はあるまいかとの疑念を深く懐いたものである。的石附近の第二

裂弱線問題研究が終ると共に，此の附近の調査を前同様に施行した。

i) 強備調査 八のI零では此の附近の白川底に最近徴温水の出る所があると南葉助教授

より停閉じfこので，昭和17年 8月英の人に積んで現場に案内を乞うた。河底徴温泉は第 9

(170 ) 
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固に SIと記入した所にあって，温度は 28
0

-29。でるるが，夏零に拘らT確かに川水より

は温かい。而も恰度中岳ー俵山線上に営るのである。此の徴温7.1<1ま昭和16年夏或人が魚釣

に出懸けて偶然護見したといふ。

第9闘第 4放射線附'近

更に白川左岸に渡って附近を巡視したところ，第9園の S2と記入した鹿じも徴温泉が

あった。之はボーリングによって得られたもので，温度は前者同様 28'-29。ではあるが，

水量は極Ibて豊富である。大きな溜池も浴室さへも作つであって，一時は村人が事宮入浴

したそうであるけれども現在は放棄しである。此のぬの位置が亦明かに中岳から前記外

輪山麓の渓谷に至る線即ち第 1固に51いてある最初の議想裂病線の上に在るのである。

伺って此の二線とも・共存する裂弱線ではあるまいかとの感を盆々深めて，ヨたの電気的探

査に移ったので・あった。

ii) 地抵抗水平分布 白川右岸では長陽隈よわ下回醇前に至るJ障道に沿ひ，騨前遁路

交叉賄より 60m東を第一騎とし，叉左岸てずは下久木野部落の渓流架橋よわ 60m北を初貼・

(171 ) 
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とし見瀬部落に至る里道に沿って，地抵抗を深度40及び80米につき測った。前者は測定数

28賠，各賠間隔60米で延長1620米の間でるる。後者は測黙17賄，延長 960米になる。測定

結果は第-6， 7表の通りで，之を圃示し7こものが第 10，11固である。

第 6表長陽一下回道路(白川右岸)上の地抵抗7.k卒分布 (昭和17年7月)

測貼

(距町離並)
地抵 抗

測結
距 l 離~) 

地 h抵R 抗 決IJ貼 距離 地 h抵m抗
(10'ohm-cm) (10'ohm-cm) (10'0 一cm)

深サ 4叫 80m 深サ4叫 80m 
(Nold) 

深サ4叫 80m番量量 番按 番競 より m 

1d 。80 28 11d 600 1~7 331 21，1 1200 127 306 
、 、

2d 60 68 15 12d 660 10 16 22d 1260 182 204 

3d 120 13 63 13d 720 17 11 23，1 1320 275 225 

4d 180 48 693 14，t 780 89 33 24d 1380 308 351 

5d 240 14 22 15，t 840 62 547 25d 1440 274 950 

6<1 300 22 15 16d 900 • 75 48 26d 1500 191 1030 

7d 360 8 19 17，1 960 94 107 27<1 1560 602 1520 

8d 420 11 4 18d 1020 80 69 28d 1620 315 427 

9a 480 16 11 19a 1080 98 371 

10'1 540 10 6 20a 1140 370 270 

第 7表 白川左岸，下久木野一見淑問地抵抗*卒分布

iAlJ貼 距 離
地抵抗

訊Ij貼 距 荷主 地'01抵1m抗(lO'ohm-cm) C10'ohm-cm) 

番 銃 G3h) 深サ40m I 80m 番 披 (132) sOm 

1. 。 46 206 10. 540 63 75 

2. 60 48 67 11. 600 50 140 

3， 120 30 113 12. 660 28 88 

4. 180 54 77 13. 720 28 32 

5. 240 26 97 14. 780 42 55 

6. 300 27 2 15. 840 35 70 

7. 360 35 59 16. 900 44 44 

8. 420 44 39 17. 960 32 63 

9， 480 58 65 

第10圃を検討する前に一言注意して置かねばならぬことがある。此の道路は，長陽騨附

近では河岸千坦部にあって銭道線路と略k 同高となって居るが， tJllj鮎 7d~tこりから弐第に

高くなって，測鮪 No.10d よわ修賠 28d あたわまで即ち吾A の想定重要直域は河畔より二

(172 ) 
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阿蘇大火口原に於Fる裂弱線の電気的探査成績

三十米も高<，特に No.15d-20dの如きは織道が道路近くの断崖下に透か低く望まれ，一

帯に熔岩直となって居る。従ってか νる熔岩域が長陽寄わの比較的低地よわは金瞳として

抵抗大なるは営然である。ところが業の抵抗大なる直域にるって，No.13d， 18d， 22d附近の

三箇所抵抗が minJ.i:'示して居る。而して No.13dと Iむとは議備調査の内に趨ぺた二つ

の想定裂弱線上にのるのである。 No.22dの小抵抗も，後述の地電流測定結果にも異棋が

ある所で，矢張り一つの別な裂弱棋を暗示する様である。倫ほ，長陽躍近くの No.4dに異

常の大抵抗があるが白川左岸にも略伝之と封向する鹿に大抵抗部があるから，事賓其の謹

に何か大抵抗のものが潜在するのであらう。

ヲえに第11圃の白川左岸では，附近一帯に水田で‘且つ道路全長略ほ・同高でーある。只No.l.

の南西方は道路が山中に入り急:坂となるので測定を行はす勺封岸の No.22dに照摩する小

抵抗が存在するか否かを判定することが出来ないのは遺憾であるが，然し以前から句想定

裂弱線二本の上に営る測賠 No.2.と6.とには顕著な抵抗 minJ.i:'測得したことは，吾人の

議想を愈々確認せしむるものがあった。 80米深度の分には No.4.とふとにも弱い minが

現はれて居るけれEも，之は賓在するのではなし四極測定法にて No.2.と 6.との極小

抵抗部を遇過する際其の雨隣賠 No.3.，5.， 7. ~'こ見懸け上の抵抗増昇が現はれた結巣に外な

らぬと信歩る。 40米深度でそこに抵抗 min が出現せぬことも此の見解を裏書する。備ほ

測賠 No.13きにも一つの小抵抗部があるが，封岸に之と照感ずる黙がないから，裂弱線を

示すものではあるまいわ大抵抗は測賄 1.の外に No.11.附近が顕著である。劃岸にも之に

照廃した大抵抗部がある。例へば No.11.に劃しては封岸では長陽曙近くの No.らがそれ

であ泊。

深度 40mと80mとの地抵抗費化が一つ宛-tれて居る。地居が南よわ北へ傾いて居る

震ではあるまいか。抵抗全轄として南よわ北へ遁減の趨勢にあるのも亦同じ意味と思はれ

る。

以上，地抵抗測定結果から吾々が初めに想定した裂弱線二つは有力なる支持を得たものJ

と信歩る。更に此のことは次の地電位傾度測定結果とも調和する'のである。

iii)地電位傾度分布 白川右岸の長陽一下回道路に沿うて地電位傾度を23賄測定した。

其の最長果は第 8表の如くで，第 9園中に固示しである。

園舎見るに，長陽騨よわ測鮪 No.lOd 附近までは地電位傾度小にして，地抵抗の小なる

(174 ) 
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第8表 白川右岸長陽一下回道路上の地電位傾度(mV/100m)分布 (昭和17年7月)

測験者F俊 No・ l 10d 

躯 隊(132) 。 60 120 200 280 340 400 460 

地電位{測線方向 -10.45 +20.1 -1..15 +1.45 -5.65 -4.85 -2.35 +4.85 

傾度同有方 -8.8 +24.0 -0.3 +2.3 -3.1 -13.35 +4.65 +3.25 . 

測貼呑競 No. I 12a I 18，l 21d 

距 醗(むと) 520 、580 640 700 760 820 880 940 

.-4.95 +4.4 -9.65 -10.2 -19.25 +16.25 +37.9 -24.15 

傾度同右方 -5.1 十2.65 -4.5 +13.81 +5.0 +33.05 +80.5 -13.35 

測'a占呑量虐 No. 23d 24d I 25d 26d 27d 28a 

距 隣(132) 1000 1060 1120 1180 1240 131∞ 1360 

-8.6 -15.65 +5.1 一7.2 -19.6 • +30.2 +30.2 

傾皮肉右方 -35.0 -39.0 +27.9 +30.0 -9.5 -16.3 +24.95 

に封躍する。それより地電位傾度漸く大となわ測結 No.18a附近よわ一躍激増するのも，

先きの地抵抗測定値が激増することに謝躍する様である。

而して地抵抗分布から判った裂弱線と思はれる三線上は地電流の著しい護散線になって

居る。測賠 No.12d-13a附近と No.18a及び No;2むの附近がそれでるる。 NO.2むより

先きも地電流の方向は甚だ複雑で2うるが，そ孔も地盤の破砕による か但しは熔岩流の錆[雑

なるによるか何れかであらう。尚ほ赤水騨近く No.la-2aに牧欽が見えるが，之は地抵抗

• 
の方で異常大を示した附5ITに首る。

兎も角かやうにして地電位f'ii度の分布も地抵抗分布と互に支援し合って，吾々の想定裂

弱椋附近に少くとも三僚の割目が近接並行して存在すること巻物語る様である。

結 論
〆

本支は筆者の一人が阿蘇カルデラ内に於ける火口丘と温泉の分布欣態よわ想定した裂弱

線中のご放射線につき，其の賓否を確む!る目的を以て其の後三ヶ年に亙る琢備調査並びに

電策的探査の成果を報告したもので，主なる結果は次の通わである。

1).裂弱線頭察の成績としては， (イ〕中岳ー鞍岳放射線に就き，同線の黒川を切る左岸

(175 ) 
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.2f-:地附近に高さ敷米の崖と溝とがi;って下流が高く上流が却って低い地形をなして居る所

を鷲見した。河川の作用では到達出来得ない此の異常は一つの裂弱線fこる傍詮与を興へるも

のの様である。

(ロ)中岳一俵山放射線に就いては，同線の白川を切る附近河底と左岸とに二個の徴温泉

が鷲見せられ，有力な傍詮を得7こo'

2).想定裂弱線二っとも川の南岸平地で略伝川筋に平行なるこ道路に沿ひ地抵抗(J)水平

分布を測定した。其の結果，想定糠ピ於て抵抗の急減極小値を示すことを確認し，裂弱線

たるの有力なる詮操とした。蓋し裂弱線は岩盤の破砕によわ循環水叉は温泉水の通路とな

り易く含水量が多かるぺき理由によって電気抵抗小なわと解轄する。

3). 想定雨裂弱棋とも賓は之に接近して別に二7つの抵抗極小線が並行しずし居る。従って

爾者とも主副三本づ誌の割白から成り立って居る様である。

4).地抵抗を測った道路に滑ひ，地電位f頃度の分布ぞも賓測した。而して裂弱線と想定

した附近では地電流が著しく牧歌又は護散することを認めた。割目の部分が含水量大で電

気抵抗特に小なる以上そこに地雷流が牧歌叉は護散すべ‘きであるから，之も想定裂弱線が

賓在のものであることを裏書すると解した。

5). 中岳ー一鞍岳線に就きでは，想定裂弱線の方向にも地抵抗分布を測定し，それが筆者

の最外側同心固弧欣裂弱線と交舎する賄を探究した。其の結果は黒川筋を境に左岸と右岸

とが全く不運趨的に地抵抗を念賛する事賓を突き止め，悲では黒川筋そのものが闇弧扶裂

弱線の一部に営ることを知った。

6). 同所附近黒川左岸の道路に沿うでは更に 6地黙に於て 140mまでの地抵抗垂E草分布

をも詳細賓il{IJしfこ。其の結果80-120mで抵抗の急:増す.る唐あるべきを知った。

以上の研究に嘗つては，南葉助教授，皐生田坂浩，粛藤泰一雨君並びに犬内政夫氏の援

助多大なるものがあった。費用は文部省科拳研究費によった。蕊に夫れぞれ深厚なる謝意

~表する。
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